





























































































































































































































































































































































































































































































































































である」，と言われました。日本軍政が 2 年目を迎えた 1943 年 12 月に，西ジ
ャワのバンテンという地域で大規模な反日暴動が起りました。日本側の史料で
は，日本軍政による食糧調達に反対する「イスラム狂信者の反乱」と言われる



















































































































































































































































































































































































































































































せてもらうことにしました。2 年間。法政大学には 5 年ルールというのがあっ
て，着任して 5 年たつと留学（国内か在外かを選択できる）の資格ができ，帰
任して 5 年がたつとまた留学の機会が巡ってきます。ただ当時は，勤続 20 年
で 3 年間の留学期間と定められていましたので，どう利用するかは学部や学科，
さらには個々人の事情次第です。私の場合は最初の在外留学で 2 年間をまとめ









































































































込みました。1990 年と言えば 1960 から 30 年，つまりアメリカの情報公開法
によって 30 年間の非公開時期が解け，公開されることになる年でした。それ
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るいは官庁が強い力を持っていることと同義であるとすると，むしろ民主化を
阻害するファクターとして作動するのではないかと思います。むしろ，様々な
政治団体が離散集合しても政治制度そのもののが民主化を支える，例えば三権
分立が維持されたり，人種対立が激しくても個人の人権が保障されたり，さら
には先に触れた権力の地方分権化，規制緩和，さらには民活化が進むといった
「主権在民化」が進むといったことがより重要なファクターではないかと思い
ます。最後に，友人であるブザン教授が言うように，何が成熟段階かは難しい
問題ですが，国民国家が成熟段階に達すると安全保障といった主権国家が独占
してきた領域に，国家を超えたプロセスとか，国家を超えた制度が構築され始
め，一国主義的な「強い政府への要請」ということ自体が政治的意味を失い始
める。「強い政府」はまさに権威主義支配体制の正当化の源泉であったし，民
主化はその根元を掘り崩す変化であるというのが私の主張です。従って，むし
ろ研究対象とすべきは，民主化を求める中間層の登場が遅れたり，あるいは不
十分であったり，さらには「中進国の罠」に陥って中間層の形成そのものが頓
挫している原因を究明することではないかと思います。さらに付け加えれば，
権力による分配が中間層の成長に役立っていないどころか，社会・経済格差を
拡大させている仕組みを解明することと言い換えられると思います。
　最後に，付け足しで申し訳ないのですが，教育面について一言触れたいと思
います。これまで繰り返し述べてきました研究と教育の関連でいえば，地域研
究が直面している問題は地域研究だけでは解き明かせなくなってきているとい
う実感です。国際政治は解き明かせるかといわれると，やはり同じ答え，国際
政治学だけでそれを解き明かせない。従来からも問われ続けてきましたが，地
域研究と国際政治研究の二つをどう組み合わせて，深く，そして広く政治変動
を観察し続けることができるのか，それこそが残された道かなと思いました。
こうした研究上の発見を土台に，二部の廃止とロースクールの設置を機に法学
部全体の改組転換が議論された時期に，新たな学科を構想しました。国際政治
学科の構想です。そして，その際に最初に考えたのは上記に触れたこの二つの
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東南アジア研究と私
要請にこたえるための設計でした。国際政治学科のカリキュラムの構成はそう
して設計したわけです。より具体的には，アジア政治とグローバル政治という
二つのカリキュラム群を中心として据えて，それぞれがある程度一貫したカリ
キュラムとなるだけではなく，しかも，両方を系統的に学ぶことができるよう
にしようと考えたのです。欲張った構想といえると思います。その延長線上に，
語学の集中的な学習，英語での国際政治学の習得，そのための発想の転換をす
る機会としてのオックスフォード大学への短期留学，ゼミの必修科目化などが
組み込まれました。今後は，こうした設定が効果的かどうか，自由に検討をし
ていただき，柔軟に改良を重ねるということをしていただければと願っていま
す。
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